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Part 1.「もっと簡単に検索できるように」クリ

スティン・ウィリアムズ 

1. これから「日本の文化資源を広めるための協

力」について発表します。 

2. このプレゼンテーションは私クリスティン・

ウィリアムズとカネパーリさん、クロザースさ

んの三人で作成しました。今日はこの三つのポ

イントについて順に話します。 

3. JAL プロジェクトで様々な研究機関を訪れ、

日本ではたくさんの専門的なデータベースが研

究者によって作られているということに感銘を

受けました。 

しかし、グループディスカッションで浮かび上

がった問題の一つに、「日本のデータベースは

包括的な検索が難しい」という事がありました。 

私は図書館司書として、どうやって効率的に情

報を得る事が出来るかを学生や研究者に教える

仕事があります。その中にはデータベースも含

まれます。 

4. JAL で知ったデータベースも紹介したいので

すが、もしたくさんのデータベースをまとめて

検索できるようなひとつの検索ポータルがあれ

ば、利用者にとってもっと使いやすくなると思

います。 

たくさんのデータを検索したい人は、大量のデ

ータベースを別々に検索しなければなりません。 

これは日本語が速く読めない人にとっては、研

究の壁になり、どのように様々なウェブサイト

やサーチエンジンを利用するか学ばなければい

けません。 

この問題を解決するために、たくさんの研究機

関やデータベースを一度に検索できるポータル

サイトがあればとても便利だと私は思います。 

私たちはそのようなコンセプトを人間文化研究

機構の統合検索システムや国立国会図書館サー

チに見ることができました。 

これらのサーチはきっかけとしてはとてもいい

ものだと思います。しかし、まだ効果的に情報

を集約し、円滑な検索を目指すには改善の余地

がある様に思います。 

5. 研究機関同士の連携拡大は、一度に検索でき

るデータベースや資料の量を増やすことにつな

がります。 

たとえば、私の所属するケンブリッジ大学図書

館は約 22 の日本語古書や巻物をデジタルライブ

ラリーでオンライン公開しています。 

また、他にも多くの美物館がたくさんの浮世絵

や版画、書籍をオンライン公開しています。 

しかしながら、日本の利用者は日本の文化資料

を検索するときに、海外のサイトへ見に行くこ

とはしないでしょう。 

すべての日本美術の画像や研究資料を探せる集

約的な場所があればすばらしいと思います。 

海外の機関との連携協力は難しい仕事です。し

かし、メタデータの同一規格を使えば、もっと

簡単に、情報のシェアや協力が行えるのではな

いかと期待します。 

メタデータの同一規格の設定は、日本の文化資

源を所有する海外の機関と、同じような資料を

所有する日本の機関との連携を助けます。 

それはゆくゆくは日本文化に関心のあるすべて

の人々の知識の増大とより良い情報検索へとつ

ながっていくでしょう。 

6. 最後に、私たちはプロジェクトで研究機関を

訪れた中で、いくつかの研究機関は自身のアー

カイブ、またはその中でもごく一部のコレクシ

ョンのみを、その敷地内でのみ検索を許可して

いるということを知りました。 

おそらく著作権制限のためであることはわかり

ます。しかし、それぞれの研究機関ができる限

り資料を公開することを望みます。 
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私たちは、将来、日本のアーカイブやその他の

資料がインターネットを介して、もっとアクセ

ス可能になることを心より望みます。 

 

Part 2.「日本のデータベースを誰もが使えるよ

うに」アウローラ・カネパーリ 

私はこれからどのようにすれば日本のデータベ

ースを誰もが使えるようになるか、お話ししま

す。 

私はイタリア人名の出、海外の利用者としての

観点から、さまざまな問題に直面します。今日

は、海外の利用者が上り越えなければならない

障害について話したいと思います。 

1. 日本語を知らない海外の利用者 

まずはじめに、利用者にとって、日本語で書か

れた情報や資料にたどり着くことがどれほど難

しいことなのか想像してみてください。 

彼らは日本文化に興味が有り、日本の美術や伝

統を世界へと広げる架け橋となり得る存在です。

  

例えば、私が働いていた美術館には、二人の日

本語を話さないボランティアがいました。彼ら

は子供たちへの活動を通し、一生懸命に日本の

伝統や美術を広めていました。  

しかし、私が彼らと働き始めてすぐ、彼らが掴

める情報と私が掴める情報の量に大きな差があ

ることに気づきました。 

また、インターネットを使って調べ物をする時、

サーチエンジンにキーワードをひらがなで入力

した時と、ローマ字で入力した時では、情報量

だけでなく、情報の質にも変化があることを知

りました。 

2．英語とローマ字表記のキーワードとタイトル 

この問題の解決に、役立つのが英語とローマ字

表記のキーワードとタイトルです。  

インターネットで情報を広めるにあたって、助

けとなるのが、英語とローマ字表記の併用です。

 一番便利なのは英語でのキーワードです。

しかし特別な意味の日本語で、英語へ翻訳がで

きない時はローマ字表記でのキーワードが便利

です。  

論文や書籍、絵画、彫刻などの芸術品について

調べる時にローマ字と英語、両方の表記があれ

ば、他にどの単語がキーワードとして一緒に使

えるのかが分かります。 

3. サムネイル画像 

次はサムネイル画像についてです。  

検索結果の質を高めるために、調べたい物の画

像を見れば、広いインターネットの中からより

簡単に目的の情報へたどり着くことができます。

  

データベースに本や論文の表紙、また画像のデ

ータベースの場合は画像そのもののサムネイル

画像があるといいです。これは日本語を読めな

い海外の利用者だけでなく、日本語の話せる海

外の研究者で、研究の速度を上げたい人にとっ

ても便利です。研究というものは穏やかなもの

ばかりではなく、時に本当に急いで行う必要が

あるということを、私たちはみんな知っていま

すね。 

4. データベース利用の指導とトレーニング 

JAL プロジェクトのおかげで、私はデータベー

スの使い方を学ぶ機会を持つことができ、とて

も感謝しています。  

しかし、もしも私が学生の時にこのトレーニン

グを受けていたらどんなに助かっただろうとも

思いました。  

もし、トレーニングを受けられれば、日本につ

いて研究する学生で、論文を書くために初めて

資料やデータベース利用に取り組む人々は熱心

な利用者になるでしょう。  

この問題を解決するために私に提案があります。

海外の事情を理解し、より協力を深めるために、

JAL プロジェクトが提供しているようなトレー

ニングに加え、データベース作成に携わる日本

の図書館司書や研究者が、海外の研究機関、図

書館、大学などに行って、現地で海外利用者を

トレーニングしてみてはどうでしょうか。 

どうぞ、ご一考ください。 

 

Part 3.「資金と人材の調達」ウェイン・アンド

リュー・クロザース 

資金と人材の確保 

すべての研究プロジェクトにとって、資金と

人材の確保で困難に直面をしているというのが

残念な現実です。伝統的に、海外と日本の公的
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研究機関は、博物館活動の唯一の財源を国と地

方の公的資金に求めていました。ここ数年、多

くの地方および中央政府が多大な負債と停滞し

た経済への対策として、公費削減をしてきまし

た。この傾向は今後も続くことが想定されます。

多くの場合において、芸術を扱う機関や文化プ

ロジェクトへの資金支出は真っ先にカットされ

る領域の一つです。このように公的支援を失い

つつある状況において、研究機関は、代替とし

て企業や個人からの資金調達を与儀なくされて

います。当初は、民間から資金を得ることは、

政府と民間部門の間の利益相反の懸念の管理の

ために非常に困難な仕事だと映るかもしれませ

ん。しかしながら、適切なガイドラインがあれ

ば、とても実りある成果につながる可能性があ

ります。 

 

展覧会の後援 

民間企業による、大規模な展覧会への直接的

な後援は古くから行われています。展覧会後援

の黎明期には、一社が独占的に後援する場合が

ほとんどでした。支援の見返りとして、スポン

サーは展覧会入口や印刷物、展覧会広告への支

援者名の表示を受けます。近年、展覧会の後援

を受けるための活動はより複雑で積極的になっ

ており、多数の企業が異なるレベルで経済支援

をできるようになりました。複数のスポンサー

による後援は、展覧会の入口に多くの支援者の

名前を表記しなければならないということを意

味しますが、より大きな展覧会をより頻繁に開

催し、来館者のより素晴らしい体験を実現する

ことが可能になります。 

 

資金援助 (デジタルオンライン等) 

近年、企業や個人からの資金援助は、博物館

の研究や学術活動の可能性を広げる活動にもな

っています。この主題は、このディスカッショ

ンのテーマに関連が深いものだと思います。ヴ

ィクトリア国立美術館のキュレーターとして、

私は多くの仕事に携わっていますが、その中で

もここ 2 年間は、オンラインデジタル化プロジ

ェクトの一環としての、コレクションの目録作

成、画像化、公開アクセスの整備が中心的な活

動となっています。プロジェクトの中で、私自

身の仕事に対しては資金獲得は必要とされませ

んが、写真家、データベース技術者、美術スタ

ッフを含めた多くのスタッフに、追加の援助資

金が必要です。美術館では、こうした活動に関

心を持っている個人の寄付者を見つけることが

できました。公共の芸術機関が持っていながら、

常に一部ずつしか公開されていないような豊か

な文化資産へのオープン・アクセスに情熱を持

っている方を見つけることができたのです。 

 

芸術作品収集とギャラリー 展示のための資金獲

得 

美術館の収蔵品を、現在の研究領域に見合う

内容に保ち、また現代美術やデザインのトレン

ドを反映したものにアップデートし続けるため

に資金調達は非常に重要です。日本の芸術作品

を調達する上で、多くの美術館が公的資金を得

ることなく、もっぱら個人あるいは企業の支援

に頼っています。支援の見返りとして、作品が

ギャラリーで展示される場合にはそのラベルに、

またそれらの作品をオンラインや紙の媒体に掲

載したり、新聞や雑誌に掲載する際にはキャプ

ションにクレジットが記載されます。 

 

ファンドレージング 

大きな博物館や文化施設にとって、協賛企業

や個人の寄付者を求めるための専門家を雇うこ

とは当たり前のことになってきました。こうし

たファンドレージングの専門スタッフはキュレ

ーターや展示企画者と協力して、特定の展覧会

や調達プロジェクトと企業とのマッチングを行

います。プロジェクトの趣旨と事業内容や企業

アイデンティティーが関連していたり、あるい

はプロジェクトにかかわることで事業やアイデ

ンティティーの向上が期待できるような企業を

結び付けるのです。個人の支援者の場合には、

キュレーターがファンドレージングのスタッフ

に、どのような調達が計画されているかを説明

し、それに対してファンドレージングのスタッ

フから、趣旨に合うような関心を持っていてア

プローチ可能な支援者が提案されます。 

 

結論 

適切な管理とガイダンスがあれば、企業や個

人のサポーターの存在は、新しいプロジェクト

をファシリテーとしたり、プロジェクトに携わ

る人員を増やしたり、プロジェクトをより早く

効率的に完成させることに貢献する可能性があ

ります。 
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グループ結論 

日本の長くて豊かな文化の歴史は、芸術作品や

印刷資料の研究によって、継続的に明らかにさ

れ続けています。 

バイリンガルな検索ポータルは日本の文化資源

の可能性と利用者の幅を広げ、理解を深める可

能性があります。 

公的な資源によるデジタル化プロジェクトへの

支援にはおのずと限界があり、研究機関と企業

の連携で乗り越えることができます。 

これらの提言によって、世界のユーザーが、今

日の日本の多くのデジタル化プロジェクトを最

大限活用する助けになれば幸いです。 
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